
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 真夏のような日差しで気温が上昇する日や、ひんやり肌寒い日もあったりと、天気が変わりやすい時期で

す。天気や気温の変化に対応しきれず体調を崩さないように、睡眠・食事をしっかり摂って生活リズムを整え

ましょう。 

 また、湿度が高くなると細菌が繁殖しやすく、食中毒が起こりやすくなります。衛生管理や清潔面には十分

気を付けましょう。 

 

 

 乳歯が生えそろう２歳半～３歳頃まで、子供たちは、あごや唇、舌などを使って食べる練習を続けています。

この時期には、食べる力に合わせた食事を摂ることが大切です。発達に合わない食べ物を食べていると、成長し

てから「噛まない」「丸飲み」などの問題が出ることも。焦らず、お子さんに合った食べ物を工夫しましょう。 

熱いものをフーフー吹いて冷ま

す、ストローで水を飲む、あっかん

べー（舌を出す）などの動作は、口

の周りの筋肉を鍛えます。 

① 顔をたくさん動かす 

 

②「手づかみ食べ」をさせる 

１歳頃は、手で食べ物を持って、前歯でかじる「手づか

み食べ」をしっかりさせてあげましょう。手と口を協調さ

せる、“ひと口大”の感覚が身に 

ついて、詰め込み食べを防ぐなど 

の効果があります。また、手づか 

み食べを十分に経験すると、スプ 

ーンやフォークを上手に使えるよ 

うになります。 
 

③ いろいろなものを食べさせる 

④ 吐き出しをしからない 

⑤ 歯ごたえのあるものを食べる 

最初は食べなくても、時間をおいて再チャレン

ジすると食べるようになることもあります。いろ

いろな食べ物をけいけんさせてあげましょう。 

よく噛んで細かくなったのに、塊で吐き出し

てしまうことがあります。これは、まだ食べ物

を唾液と混ぜて飲み込みやすくするのが上手

くいかないため。無理に飲み込ませると「丸飲

み」につながる恐れがあるので、肉など塊にな

りやすい食材は小さめに切るなど工夫して、根

気良く見守りましょう。 

きのこ類、根菜類などの歯ごたえ

のあるもの、こんにゃくなどの弾力

のあるものは、噛む力を育てます。 

また、唾液の分泌を促し、口の中

をきれいにする効果も。様子を見な

がら少しずつメニューに取り入れま

しょう。 
 

 

 

■食中毒 
食中毒は６月から９月頃にかけて多く発生します。お弁 

当には十分に加熱した物を入れてください。 
 
■事故 

雨の日は傘をさすことで視界が悪くなり、事故の危険性

が高まります。また、雨で滑りやすく、転びやすくもなり

ますので十分に注意してください。 
 
■かぜ 

蒸し暑さから汗をかくことが増えますが、朝夕は気温が

下がり寒くなります。汗をかいたらすぐに着替え、寒くな

ったら上着などで体温調節を行うようにしてください。 

梅雨の時期の注意点 

 

感染力が強いので、お子様の体調の良

い時に受けましょう！ 

◎対象年齢 

 【１期】1〜２歳未満 

    （２歳の誕生日前日まで） 

 【２期】小学校就学前（年長）の 

１年間 

 

ほけんだより ６月号 
Ｒ８年６月１日 虹の丘キッズアカデミー 

 
 


